
学校だより 令和６年３月５日 
  

 第１８号 伊勢崎市立三郷小学校

 
 
 
　 ２ 月 ２ ８ 日 （ 水 ） に 「 伊 勢 崎 市 立 三 郷 小 学 校 創 立 １ ５ ０ 周 年 記 念 式 典 」 を 盛 大 に
挙行いたしました。  
　以前にもお伝えしましたとおり、式典は「３部構成」で執り行いました。  
　 ま ず 、「 オ ー プ ニ ン グ ・ セ レ モ ニ ー 」 で は 、 本 校 正 面 玄 関 前 に 設 置 い た し ま し た 、
「 本 校 の 学 校 教 育 目 標 と 本 校 の 位 置 を 刻 ん だ 碑 」 の 除 幕 式 を 行 い ま し た 。 代 表 児 童
に よ る 挨 拶 で は 、「 未 来 に 向 か っ て 、 世 界 に 向 か っ て は ば た く 人 間 に な り た い 」 と 、
力強い、すばらしいメッセージがありました。感動しました。  
　 そ の 後 、 参 加 し た ６ 年 生 全 員 で 、 １ ５ ０ 周 年 を 祝 っ て 盛 大 に 「 乾 杯 ！ ！ 」 を し ま
した。（安心してください、ペットボトルのぶどうジュースです）。  
　 ６ 年 生 の 皆 さ ん が 大 き く な っ て 、 再 び 三 郷 小 を 訪 れ た 時 、 こ の 記 念 碑 を 見 て 小 学
生時代を思い出してくださいね。  
 
　 第 １ 部 式 典 以 降 は 、 ６ ・ ５ 年 生 が 参 加 し て 行 い ま し た 。 臂 市 長 さ ん や 三 好 教 育 長
のご祝辞をいただいたり、式典実行委員長や私（校長）の挨拶等がありました。 
　 児 童 に よ る 「 三 郷 小 学 校 の あ ゆ み 」 の 発 表 、「 創 立 １ ５ ０ 周 年 の 節 目 に 在 籍 し て 」
の 作 文 発 表 は 本 当 に 心 動 か さ れ る す ば ら し い 発 表 で し た 。 最 後 の ６ 年 全 児 童 に よ る
三部合唱「春に」も圧巻でした。  
 
　 第 ２ 部 式 典 は 、 本 校 卒 業 生 で ミ ュ ー ジ シ ャ ン の 、 小 倉 し ん こ う さ ん に よ る 記 念 講
演 で し た 。「 ＋ － × ÷ 」 と い う 演 題 で 、 自 ら の 小 学 校 時 代 の こ と を お 話 し し て く だ さ
っ た り 、 現 在 の 音 楽 の 仕 事 の お 話 を し て く だ さ っ た り し ま し た 。 実 際 、 キ ー ボ ー ド
を 使 っ て 、 ご 自 身 が つ く ら れ た 楽 曲 を 弾 い て も く だ さ い ま し た 。 児 童 か ら は 歓 声 が
あ が って いました 。児童 による 「謝辞」 と６ ・５年 生全員に よる合 唱「Wish ～夢を
信じて」も胸を打ちました。  
 
　 今 回 、 運 営 等 は す べ て ６ 年 生 や ５ 年 生 が 行 い ま し た 。 さ す が は 三 郷 小 の 子 ど も た
ちです。力があります。パワーがあります。すばらしいです。絶賛です。  
 
　 私 か ら は 子 ど も た ち に 、「 こ の １ ５ ０ 周 年 記 念 事 業 を 契 機 に 、 よ り 一 層 こ こ 三 郷 小
学 校 や 三 郷 地 区 に 愛 着 と 誇 り を 持 ち 、 本 校 で 学 ん だ こ と を も と に 、 百 難 に 屈 す る こ
と な く 、 挙 世 の 浮 華 に 迷 う こ と な く 、 至 高 の 望 み と 至 剛 の 志 を 持 っ て 、 世 の た め ・
人のために尽くす立派な大人になってほしい」と挨拶の中で伝えました。  

 
 
 
 
 
 
 
 
      

   △記念碑除幕後                  △「か ん ぱ ～ い ！！」      △本校のあゆみ発表 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

△「150周年に在籍して」作文発表　　   △６年生三部合唱「春に」           △小倉さん講演 
 
 
　  
　 「三郷っ子だより」第１７号を発行以降、上毛新聞に掲載された本校児童の力作を以下

子どもたちのみずみずしい感性 いいですね

創立１５０周年記念式典を挙行しました



に紹介いたします。どの作品も子どもの感性が光るものばかりですね。  
 
＜２月８日（木）「上毛ジュニア俳壇」掲載＞  
　 リモートでばあちゃんみまう日曜日　 ３年　 奥原　 結さん  
　 しんねんもげんきにたのしくあそんだよ　 １年　 武藤　 楓さん  
　 えきでんを見ながらこたつでねてしまう　 ３年　 反町　 香織さん 
＜２月１５日（木）「上毛ジュニア俳壇」掲載＞  
　 おにごっこ走ればつめたい風あたる　 ４年　 鈴木　 里怜さん  
　 たくさんのおせちの上ではし回る　 ６年　 森本　 希美さん  
　 こたつでね洗濯物が足あたる　 ６年　 梁瀬　 恵愛さん  
＜２月１９日（月）「上毛ジュニア俳壇・朝の一句」掲載＞  
　 おさんぽはいろんなきせつをたのしむこと　 ３年　 栗田　 薫さん  
＜２月２９日（木）「上毛ジュニア俳壇」掲載＞  
　 かるたとりスピードしょうぶだしんけんだ　 １年　 髙橋　 風真さん 
 
 
 
 

　唐 突で 申し 訳あ り ませ んが 、「 ３， ７ １０ ，０ ００ 円」
と は 、 本 校 の マ ー チ ン グ で 使 用 し て い る 「 半 袖 上 衣 １ ４
０ 着 」「 シ ョ ー ト パ ン ツ ７ ０ 着 」「 ハ イ ウ エ ス ト ス カ ー ト
（ ツ ー ボ ッ ク ス ） ７ ０ 着 」 を 新 規 購 入 し た 場 合 の 、 見 積
合計金額（税込み）です。  
 
　 本 校 の マ ー チ ン グ ・ バ ン ド は 伝 統 と 実 績 が あ り ま す 。
今 年 度 の 第 ７ ６ 回 運 動 会 の オ ー プ ニ ン グ で も 披 露 し ま し
た が 、 大 変 す ば ら し い 教 育 活 動 で あ り 、 子 ど も た ち の 大
き な 成 長 に 必 ず や つ な が る も の で あ る と と も に 、 保 護 者

の 方々・三郷地区の皆様方等々、観る 者を魅了してやまない活動 となっております。 
　 特 に 今 年 度 は 、 入 場 制 限 や 活 動 制 限 の な い 久 し ぶ り の 運 動 会 だ っ た こ と も あ り 、
ご 覧 い た だ い た ご 来 賓 の 方 々 や 地 域 の 皆 様 方 か ら 、「 よ か っ た 、 と っ て も よ か っ た 」
「 感 動 し た 」「 涙が 出 ち ゃ っ た よ 」「 三 郷小 の マ ー チン グ は いい ね 」「 かっ こ い い ね」
等々、たくさんのお褒めのお言葉を頂戴いたしました。 
 
　 と こ ろ が、 現 在 使用 して い るマ ーチ ング の 衣装 は、 ２０ 数
年 前 か ら 大切 に 代 々使 われ て きた 物の ため 、 さす がに 劣化 が
著 し い 状 態に あ り ます 。運 動 会後 、ク リー ニ ング 店に 出そ う
と し た と ころ 、 お 店の 方か ら 「こ れを クリ ー ニン グす ると 破
れ て し ま いま す 」 とク リー ニ ング を断 られ た とい う話 を幾 つ
か 聞 い て おり ま す 。私 も手 に 取っ て確 認し ま した が、 とに か
く 布 地 （ 生地 ） が 薄く なっ て おり 、例 えば 、 ショ ート パン ツ
の 股 や 尻 の部 分 は 摩耗 が著 し く、 中に は「 こ れで は下 着が 透
けてしまうかも」と心配される物もありました。  
 
　 そ こ で 、 専 門 業 者 に 見 積 も り を お 願 い し た と こ ろ 、 こ の よ う な 金 額 に な っ た と い
う わ け で す 。「 そ れ で あ れ ば 、 伊 勢 崎 市 教 育 委 員 会 に 対 し て 予 算 要 求 を す れ ば よ い で
はないか」ということになりそうですが、そうできない事情があります。  
 

　 そ れ は 、 そ も そ も こ の 「 マ ー チ ン グ ・ バ ン ド 」 は 、 正
規の教育課程の中に位置付けられていない活動なのです。
で す か ら 、 極 端 な こ と を 申 し 上 げ れ ば 、 マ ー チ ン グ ・ バ
ンドを行わなくてもよいのです。  
　 し か し な が ら 、 こ の マ ー チ ン グ ・ バ ン ド 活 動 は 、 音 楽
的 完 成 度 を 追 究 す る 音 楽 教 育 で あ り 、 子 ど も た ち は こ の
活 動 を 通 し て 、 協 調 性 や 集 団 の 中 の 個 人 の 責 任 の 大 切 さ
を 学 び と る こ と が で き ま す 。 ま た 、 共 創 す る 喜 び を 感 じ
る 場 、 音 楽 を 通 じ て 豊 か な 情 操 を 高 め る 場 と し て も 大 い
に教育的意義は高いものがあります。  

 
　 金額も金額ですから、教職員・児童 はもちろんですが、保護者 （ＰＴＡ）の方々、
三 郷 地 区 の 皆 様 方 に も ぜ ひ お 考 え や 妙 案 を お 聞 か せ い た だ き 、 な ん と か し て い き た
い と 思 っ て お り ま す 。 私 た ち 教 職 員 だ け で は ど う に も な り ま せ ん 。 ご 協 力 と ご 教 示
をお願い申し上げます。

￥３，７１０，０００－ どうにかしたいのです！！


